
1996年 7月1日 高松宮記念ハンセン病資料館 第 12号 （季刊）

発 行 所

高松宮記念ハンセン病資料館

〒189東京都東村山市青葉町4-1-13
電話 0423-96-2909 
FAX 0423-96-2981 
郵便振込 00130-7-764159
高松宮記念ハンセ冴肖資料館運営協力会

シ、シ、マ、シ、マヽ ヽ ヽ ‘ ‘ シ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ‘マ、ン、マ‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘

冒麟冑に血磁迄蕊国饂
＾ ／^ ＾ ^  ^^ ＾ ^  ^  ^  ^  ／ ／ ／へ／／ ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ／^ ＾^／ 後会主堂ンミでり
援 ‘催シ

＾月きかジ年料と廃い別てに等ま患
タ ユ ‘16 日 るらウ記館を止予のき亘をた者ハ

・資・に l二全時シ
二

かをム念で受さ防根たり九そ‘ン
厚料藤お ＾ テ生 1513+ L と*..,シはけれ法元偏苦＋の元セ
生館楓い公イ園分時三をうこン 三‘た L ミ見し年家患ン
貧‘協て会セ コ ま よ 日 六 生 れ ポ周資こがら差め間族者病

東
京
都
、
東
村
山
市
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
地
元
東
京
を
は
じ
め

関
東
六
県
、
青
森
、
静
岡
、
愛

知
、
大
阪
、
岡
山
、
熊
本
、
鹿

児
島
、
沖
縄
な
ど
各
府
県
よ
り

三
三
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
別
で
は
立
教
、
専
修
、

埼
玉
、
中
央
、
慶

応
、
国
士
館
、
淑

徳
短
大
、
国
際
医

療
福
祉
大
、
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
、

聖
公
会
神
学
院
な

ど
、
団
体
で
は
全

国
精
神
障
害
者
団

体
連
合
会
（
全
精

連
）
、
同
家
族
連

合
会
（
全
家
連
）
、

稀
少
難
病
者
全
国

連
合
会
（
あ
せ
び

会
）
、
東
村
山
身

患
連
、
障
都
連
、

全
障
研
東
京
支
部
、

全
国
国
立
ハ
ン
セ

21
置
籠
は
共
生
社
食
書

三
三
六
名
が
参
加

ン
病
療
養
所
入

所
者
協
議
会

（
全
療
協
）
、

全
医
労
本
部
、

国
立
多
摩
研
究

所
、
愛
知
県
、
茨
城
県
保
健
衛

生
予
防
課
、
厚
生
省
保
健
医
療

局
、
文
部
省
教
科
書
調
査
官
、

大
阪
人
権
博
物
館
、
全
生
園
看

護
学
校
な
ど
、
療
養
所
関
係
で

は
松
丘
、
栗
生
、
駿
河
、
邑
久
、

菊
池
、
星
塚
、
沖
縄
、
復
生
、

多
磨
そ
の
他
報
道
関
係
な
ど
多

ヽ

彩
な
顔
ぶ
れ
で
し
た
。

成
田
稔
運
営
委
員
長
の
挨
拶

に
つ
づ
い
て
、
佐
川
運
営
委
員

の
司
会
で
四
人
の
講
師
・
佐
藤

エ
ミ
子
あ
せ
び
会
会
長
、
菅
原

進
全
精
連
副
代
表
、
屋
鋪
荒
一

H
I
V
グ
ル
ー
プ
、
神
美
知
宏

全
療
協
事
務
局
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
回
り
の
無
理
解
、

偏
見
差
別
の
あ
る
中
で
「
こ
れ

か
ら
を
ど
う
生
き
る
か
」
に
つ

い
て
、
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。助

言
者
の
大
谷
藤
郎
先
生
は

「
ど
う
生
き
る
か
と
言
う
こ
と

は
人
間
と
し
て
の
普
遍
的
な
課

題
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は

違
う
が
自
分
だ
け
の
幸
せ
は
認

め
ら
れ
な
い
。

21
世
紀
は
共
に

生
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

全
て
の
人
が
一
緒
に
努
力
す
べ

き
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
会
場
の
質
問
者
七
人

と
講
師
の
間
で
、
エ
イ
ズ
予
防

法
、
菅
厚
生
大
臣
の
謝
罪
等
に

つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
記
録
は
後
日
、
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
）
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自
主
映
画
在
十
支
部
か
ら
一
人
一
口
千
円
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者

「
見
え
な
い
壁
見
当
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
お
よ
り
三
万
円
、
資
料
館
見
学
に

を
越
え
て
」
の
り
ま
す
。
菊
池
、
奄
美
、
多
磨
、
来
ら
れ
た
邑
久
支
部
療
友
一
同

撮
影
は
予
定
よ
邑
久
な
ど
の
全
医
労
支
部
、
職
よ
り
も
四
万
円
の
寄
付
が
あ
り

り
若
干
お
く
れ
員
関
係
や
、
資
料
館
内
の
募
金
ま
し
た
。
多
磨
支
部
で
は
一
般

て
現
在
、
鹿
児
箱
に
も
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
て
お
募
金
の
他
に
自
治
会
よ
り
一
〇

島
、
沖
縄
支
部
り
ま
す
。
資
料
館
見
学
に
見
え

0
万
円
の
特
別
カ
ン
パ
が
寄
せ

と
撮
影
前
の
話
た
北
海
道
八
雲
看
護
学
校
生
徒
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他

合
い
を
行
っ
て
一
同
よ
り
ポ
リ
ビ
ン
に
つ
め
た
会
員
や
故
人
と
な
ら
れ
た
方
の

い
る
段
靡
す
。
二
万
―
ニ
ニ
四
円
を
、
ま
た
多
ご
施
主
様
よ
り
も
過
分
な
特
別

一
方
「
制
作
磨
看
護
学
校
一
年
生
「
ハ
ン
セ
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

資
金
」
の
募
金
ン
病
研
究
班
」
六
名
が
一
万
円
目
標
の
自
己
負
担
金
一
四
五

に
つ
い
て
は
、
を
、
多
磨
給
食
棟
職
員
が
煙
草

0
万
円
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、

全
療
協
本
部
か
代
を
節
約
し
て
七
五

0
0円
を
募
金
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、

ら
の
指
示
も
あ
そ
れ
ぞ
れ
「
映
画
制
作
資
金
に
」
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

り

、

六

月

末

現

と

届

け

て

く

れ

ま

し

た

。

上

げ

ま

す

。
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＊
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＊
＊
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＊
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＊
＊
＊
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＊
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＊
＊
*
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

三
月
二
十
七
日
、
参
議
院
に
め
で
と
う
」
と
一
万
円
の
入
っ
さ
い
」
と
八
十
円
の
記
念
切
手

お
い
て
「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
た
封
筒
を
差
し
出
し
て
帰
っ
て
を
四
十
枚
送
っ
て
下
さ
い
ま
し

に
関
す
る
法
律
」
が
可
決
さ
れ
行
き
ま
し
た
。
前
に
一
度
来
た
た
。
手
紙
や
電
話
、
ま
た
直
接

四
月
一
日
よ
り
新
法
が
施
行
さ
こ
と
の
あ
る
人
で
、
お
祝
い
を
来
館
し
た
多
く
の
人
達
か
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
全
療
協
言
い
た
く
て
来
た
と
の
こ
と
で
「
本
当
に
良
か
っ
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ

予
防
法
廃
止

0波

紋

て

下

さ

い

」

と

、

と
各
支
部
で

次
々
と
記
念
集

会

が

開

か

れ

て

喜

び

と

励

ま

し

い

ま

す

。

し

た

。

の

言

葉

を

か

け

て

頂

い

て

お

り

三
月
三
十
日
（
土
）
資
料
館
ま
た
都
内
の
あ
る
婦
人
か
ら
ま
す
が
、
予
防
法
廃
止
の
波
紋

に
松
葉
杖
の
障
害
者
が
訪
ず
れ
は
予
防
法
廃
止
を
喜
ぶ
手
紙
と
は
除
々
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う

受
付
に
「
ら
い
予
防
法
廃
止
お
と
も
に
「
資
料
館
で
使
っ
て
下
で
す
。
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＊
*
＊
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自主映画『履よ兎窓邸昌浪塁匝姜恩定』

制作資金募金にこ協力を・,

資
料
館
で
は
一
昨
年
の
「
多

磨
全
生
園
・
神
山
復
生
病
院
」

昨
年
の
「
菊
池
恵
楓
園
・
琵
琶

崎
待
労
病
院
」
に
つ
づ
い
て
、

今
年
は
五
月
一
日
よ
り
六
月
三

十
日
ま
で
「
邑
久
光
明
園
・
大

島
青
松
園
昔
む
か
し
写
真
展
」

を
研
修
展
示
室
で
開
催
し
ま
し

た
。
期
間
中
資
料
館
を
訪
ず
れ

る
人
は
例
外
な
く
写
真
展
も
興

味
深
そ
う
に
、
あ
る
い
は
熱
心

に
見
て
行
か
れ
ま
し
た
。

六
月
十
日
に
は
邑
久
光
明
園

療
友
と
職
員
（
三
名
）
二
十
四

名
が
、
バ
ス
で
来

訪
、
十
一
日
は
資

料
館
で
展
示
品
や

写
真
展
を
じ
っ
く

り
と
眺
め
、
な
っ

か
し
さ
の
余
り
時

に
は
大
声
で
笑
っ

た
り
、
話
し
合
う

場
面
も
あ
り
ま
し

こ。t
 な

お
来
年
は

7

松
丘
保
養
園
・

長
島
愛
生
園
昔
む

か
し
写
真
展
」
開

催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

言
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資
料
館
で
は
開
館
三
周
年
記

念
の
一
環
と
し
て
、
一
般
よ
り

「
ら
い
予
防
法
廃
止
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
評
論
を
募
集

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
療
養
所

入
所
者
（
七
園
）
八
篇
、
同
職

員
（
二
園
）
二
篇
、
看
護
学
校

二
篇
、
計
十
二
篇
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
し

た
が
、
運
営
委
員
会
で
検
討
の

結
果
、
次
の
よ
う
に
選
考
致
し

◎
「
入
園
者
の
社
会
参
加
を
推

進
す
る
」

宮
古
南
静
園
与
那
覇
次
郎

◎
「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
つ

評論

遠
の
喜
び
に
変
え
よ
う
」

松
丘
保
養
園
菊
地
正
実

◎
「
心
の
青
空
を
求
め
て
」

長
島
愛
生
園
石
田
雅
男

〈
予
防
法
廃
止
に
つ
い
て
〉

入
図

n
=
n
訣

我

R

ま
し
た
。

入

選

三

篇

◎
「
自
ら
も
変
革
を
」

長

島

愛

生

園

金

泰

九

来
館
者
の
声

22
歳

男
性

即
F必
こ
〗
泊
g
口
は1

・
学
生

20
歳

女

性

病
気
な
ど
に
対
す
る
社
会
の

差
別
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
な

ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？

何
が
悪
か
っ
た
の
か
？
国
の
責

任
は
？
マ
ス
コ
ミ
に
責
任
は
な

か
っ
た
の
か
？
反
省
の
な
い
と

こ
ろ
に
進
歩
は
な
い
。

も
う
く
り
か
え
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
沢
山
の
人
が
、
こ
の

こ
と
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思

っ
た
。

•
主
婦

3
3歳
女
性

ハ
ン
セ
ン
病
の
名
前
は
知
っ

て
い
た
が
、
今
に
い
た
る
ま
で

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
差
別
を
さ
れ

て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
て

も
、
患
者
は
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
事
で
差
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
早
く

そ
れ
ら
の
こ
と
も
解
決
さ
れ
れ

ば
と
思
う
。

・
学
生

私
は
法
律
を
学
ん
で
い
ま
す

が
、
今
日
程
人
権
に
つ
い
て
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
あ
や
ま
ち
を
二
度
と
く
り
か

え
さ
な
い
義
務
が
我
々
国
民
に

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ら
い
予
防
法
の
廃
止
、
新
法

制
定
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

・
学
生

22
歳

女

性

広
い
ス
ペ
ー
ス
に
資
料
が
沢

山
展
示
し
て
あ
っ
て
良
い
。
事

実
を
包
み
隠
さ
ず
表
現
さ
れ
て

い
て
良
い
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
来
館
し
て
も
ら
う
よ
う
、
多

く
の
広
告

(
T
V
等
）
を
利
用

い
て
」
杏
林
看
護
専
門
学
校

澁
谷
美
紀
子

佳

作

三

篇

◎
「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
を
永

す
る
と
良
い
。
本
当
に
見
に
来

て
良
か
っ
た
と
思
う
。

・
元
看
護
婦

68
歳

女

性

今
ま
で
資
料
館
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
た

ま
ら
な
い
。
「
ら
い
予
防
法
」

が
廃
止
に
な
り
患
者
さ
ん
の
代

表
者
に
、
菅
厚
生
大
臣
が
あ
や

ま
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
国
民
の

全
て
が
あ
や
ま
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

無
関
心
で
あ
っ
た
が
た
め
に

運
動
の
支
援
も
し
な
か
っ
た
事

を
恥
じ
て
い
ま
す
。
残
り
少
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
頑
張
っ

て
た
の
し
い
人
生
を
送
っ
て
下

さ
い
。

◎
「
予
防
法
廃
止
と
こ
れ
か
ら

の
課
題
」

琵
琶
崎
待
労
病
院
井
手
隆

以
上
の
結
果
は
、
シ
ン
ボ
ジ

ウ
ム
の
席
上
で
も
報
告
し
ま
し

た
が
、
入
選
―
―
一
篇
に
つ
い
て
は

前
二
回
と
同
じ
く
皓
星
社
で
出

版
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ッ

ク
レ
ッ
ト
「
こ
れ
か
ら
を
ど
う

生
き
る
か
」
に
、
一
緒
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

ご
応
募
を
感
謝
致
し
ま
す
。

・
無
記
名

50
歳

男

性

国
家
の
政
策
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
隔
離
政
策
に
よ
り
療
養

所
で
一
生
を
送
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
人
々
の
こ
と
が
、
一
枚

一
枚
の
写
真
、
資
料
の
奥
に
隠

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
像
す
る

と
絶
句
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
の
一
部

に
せ
よ
、
こ
う
し
て
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
残
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

・
看
護
婦

29
歳

女

性

こ
こ
ま
で
迫
害
に
あ
っ
て
い

た
と
は
知
ら
ず
驚
き
ま
し
た
。

認
識
不
足
で
反
省
し
て
い
ま
す
。

沢
山
の
人
に
こ
の
事
実
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
無
記
名

33
歳

女

性

大
変
意
義
の
あ
る
展
示
で
あ

る
。
学
校
の
社
会
科
見
学
、
公

務
員
の
研
修
な
ど
に
活
用
し
、

広
く
世
間
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ

と
思
う
。

・
学
生

18
歳

男

性

約
九
十
年
間
、
日
本
政
府
は

何
を
し
て
来
た
の
か
と
憤
り
を

感
じ
ま
し
た
。
見
に
来
て
よ
か

っ
た
。
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図書利用の皆様へ

カ
ー
ド
は
本
が
返
却
さ
れ
る

ま
で
資
料
室
で
お
預
か
り
い
た

し
ま
す
。

閲
覧
文
献
は
貴
重
な
も
の
、

年
代
を
経
て
傷
み
の
あ
る
本
も

あ
り
ま
す
の
で
、
丁
重
に
お
取

り
扱
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

資
料
館
運
営
委
員
会

国
家
に
よ
る
強
制
収
容
、
終

生
隔
離
、
断
種
…
…
人
権
無
視

の
法
律
が
な
ぜ
九
十
年
も
存
続

し
得
た
の
か
I
．
ハ
ン
セ
ン
病

者
の
苦
難
と
屈
辱
の
歴
史
を
辿

り
、
「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に

関
す
る
法
律
L

が
か
ち
と
ら
れ

る
ま
で
の
闘
い
を
著
者
自
身
の

生
の
軌
跡
と
反
省
に
重
ね
合
わ

せ
て
、
人
間
の
自
由
と
は
、
尊

厳
と
は
、
そ
れ
を
奪
う
社
会
と

は
な
に
か
を
、
今
、
そ
の
歴
史

に
問
う
／
．

こ
の
度
、
所
り
ま
し
た
。

蔵

文

献

の

閲

覧

手

続

き

方

法

一
方
法
を
従
来
の
①
所
定
の
「
図
書
カ
ー
ド
」
申

を
「
自
由
閲
覧
」
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

き
か
ら
「
申
請
閲
上
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

続
覧
」
に
変
更
す
（
免
許
証
、
学
生
証
な
ど
）
を

手
る
こ
と
に
な
り
添
え
て
図
書
係
へ
提
出
し
て
頂

請

ま

し

た

。

き

、

利

用

者

の

図

書

カ

ー

ド

を

一
新
刊
紹
介
一

申

こ

の

た

め

、

発

行

致

し

ま

す

文
献
の
閲
覧
を
②
閲
覧
机
に
置
か
れ
た
所
蔵
文

ま＇ィ覧

希

望

さ

れ

る

方

献

リ

ス

ト

（

三

種

）

を

参

考

に

＆

＂

5
零
正
麟
U
H

悶

は

、

お

手

数

で

閲

覧

し

た

い

本

を

探

し

、

所

定

-

『

r
-
C
H
―-0~

愛
は
打
ち
克
ち

一
す
が
、
次
の
手
の
閲
覧
申
込
み
用
紙
に
記
入
し

続

き

を

取

っ

て

①

の

図

書

カ

ー

ド

を

一

緒

に

図

城

壁

崩

れ

陥

ち

ぬ

頂

く

こ

と

に

な

書

係

に

お

出

し

下

さ

い

。

大

谷

藤

郎

著

勁

草

書

房

（

医

療

・

福

祉

シ

已

a
a
m已
a
m
a
a
a
a
a
m臼
臼
己

a
m
a
m
m
a己
a
a
m
m
a
a
a
a
a己
a
a
m
a
m
a
a
a
a己
a
m
a
a
a
a已
已
已
已
包

a
a
a已
已

m
m
a
a已

一
八
七

0
年
二
月
一
三
日
、
は
、
ラ
イ
ト
女
史
へ
の
誹
謗
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
傷
心
の
ラ
児
童
」
保
育
施
設
）
の
子
供
た

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
叔
母
リ
デ
と
も
に
極
め
て
理
不
尽
な
出
来
イ
ト
を
支
え
た
の
は
、
リ
デ
ル
ち
と
療
養
所
に
住
む
患
者
と
と

ル

と

同

様

伝

道

師

と

し

て

来

日

事

で

あ

っ

た

。

女

史

と

ハ

ン

セ

ン

病

患

者

と

と

も

に

あ

っ

た

。

後
、
一
九
二
三
（
大
正
―
二
）
病
院
閉
鎖
の
日
の
ラ
イ
ト
の
も
に
、
追
放
直
前
に
心
か
ら
い
リ
デ
ル
、
ラ
イ
ト
両
女
史
は

年
、
リ
デ
ル
の
事
業
を
補
す
る
メ
モ
に
は
「
政
府
は
私
か
ら
患
た
わ
り
の
気
持
ち
を
御
親
電
に
こ
よ
な
く
愛
し
た
回
春
病
院
の

た

め

に

回

春

病

院

に

赴

任

す

る

。

①

）

託

さ

れ

た

貞

明

皇

患

者

と

と

も

に

、

現

在

の

リ

デ

ミ

ス

・

エ

ダ

・

ラ

イ

ト

后

で

あ

っ

た

。

ラ

ル

・

ラ

イ

ト

記

念

老

人

ホ

ー

ム

イ
ト
の
祈
り
と
心
の
納
骨
堂
で
、
新
し
い
時
代
を

昭

和

七

年

よ

り

二

代

目

院

長

臼

と

し

て

ハ

ン

セ

ン

病

救

済

活

動

一

八

七

O
S
一
九
五

0
は
こ
の
事
で
日
本
見
守
り
つ
つ
永
遠
の
眠
り
に
つ

先

に
従
事
す
る
が
、
戦
争
の
足
音

告

と

国

策

と

し

て

の

患

者

収

容

の

者

を

奪

い

去

っ

た

。

病

院

は

空

に

あ

り

つ

づ

け

た

。

い

て

い

る

。

暗
黒
の
時
代
の
な
か
で
苦
難
の
に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
三
年
再
来
日
、
昭
和

時
期
を
迎
え
る
。
一
九
四
一
（
昭
ほ
ど
な
く
ラ
イ
ト
は
当
局
に
よ
二
五
年
そ
の
死
の
日
を
む
か
え

和
一
六
）
年
の
回
春
病
院
閉
鎖
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
追
放
る
ま
で
、
龍
田
寮
（
「
未
感
染

a
a
a己
a
m
a
a
a
a
a
a
a
a
m包
a
a
a已
已

a
a己
a
a
a
a
a
a
a已
己

a
a
a已
已
已

a
m
a
a
a
a
a
a
a已
已
已

a
a己
a已
已
已
已
お
お

a己
a

リ
ー
ズ

66)

定
価
四
千
三
百
二
六
円

⑤

5
彩
函
租

鵠
垣
＠
国
＠
り

成

田

稔

著

「
ら
い
予
防
法
」
が
よ
う
や

く
廃
止
さ
れ
た
。
本
書
は
、
エ

イ
ズ
予
防
法
の
下
敷
き
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
、
ら
い
予
防
法

の
制
定
か
ら
「
見
直
し
検
討
会
」

ま
で
を
療
養
所
の
前
所
長
の
立

場
か
ら
誠
実
に
総
括
。

皓
星
社
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
③

定
価
八
百
円
＋
税

◎
新
刊
書
の
取
扱
い
は
資
料
館

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
あ
と
が
き

昨
年
は
阪
神
大
震
災
と
オ
ウ

ム
真
理
教
、
今
年
は
住
専
と
エ

イ
ズ
薬
害
訴
訟
と
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
の
影
に
隠
さ
れ
た
感
じ
だ

が
、
ハ
ン
セ
ン
病
関
係
者
に
と

っ
て
は
「
ら
い
予
防
法
廃
止
」

は
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。

人
権
が
回
復
さ
れ
た
と
は
い

う
も
の
の
、
ま
だ
壁
は
厚
い
。

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
が
、

生
き
た
証
を
つ
か
も
う
／
．
修
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